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松岡バドミントン
スポーツ少年団

高齢ドライバー事故ゼロの取り組み
そこが聞きたい! 議員13人が一般質問

議会と語ろう会 ４月23・２4・25日実施
【ダイジェスト版】

高齢ドライバー事故ゼロの取り組み
そこが聞きたい! 議員13人が一般質問

議会と語ろう会 ４月23・２4・25日実施
【ダイジェスト版】
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町民バドミントン大会で大人顔負けの技術を披露
この日上位入賞者が表彰されました
町民バドミントン大会で大人顔負けの技術を披露
この日上位入賞者が表彰されました
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高齢ドライバーによる事故が多発しています。
本町の65歳以上免許取得者は、3,372名（５月現在）で、免許返納者は平成29年度
54名、30年度62名、今年度27名（５月現在）と少しずつ増えています。
政府は75歳以上を想定し、自動ブレーキなど安全機能が付いた車種のみ運転ができ
る、高齢ドライバー専用の新しい運転免許をつくる方針です。自動車メーカーも、
自動ブレーキやアクセルとブレーキの踏み間違いを防止するシステムを実用化して
います。にわかに高齢者の交通事故対策がクローズアップされています。
東京都では急発進防止装置を９割補助する方針です。福井県でも、費用の半額（上
限３万円）を補助するとのこと。
県や警察等でも様々な取り組みをしています。そこで、その一部について議員が実
体験してみました。

高齢ドライバー高齢ドライバー事故ゼロ特集特集

他自治体では様々な取り組みが行われています。本町で
は、急発進防止装置取付け補助制度や、住民によるデマン
ド式ワゴン車運営事業などの可能性を検討しています。

町の取り組み町の取り組み

シルバー・セーフティドライビング実体験
２

県警察本部が高齢運転手を支援する取り組みの一つ「シルバー・セーフティドライ
ビング」（無料）に、奥野・松川・滝波の３名が体験しました。
会場は勝山自動車学校で、講義と実習など約２時間のコースでした。自動車学校で
の運転は数十年ぶりで、非常に緊張しながらの実習でした。その後、同乗した教官
から総評をいただき、最後に受講説明書を受け取りました。

免許証更新時の「高齢者講習」実体験
１

70歳以上の運転免許取得者は、免許証更新時に
「高齢者講習」を受講しなければなりません。
この「高齢者講習」を６月に指定の自動車学校で受講しました。
道路交通法の改正点などの学習、動体視力・夜間視力・水平視力の検査があり、
実際に車を運転し指導員から運転技術について助言を受けました。約２時間の講習
です。

“運転に不安を感じている方は、この機会に
免許の自主返納を考えてみてはいかがでしょうか!!”

のパンフレットを受け取りました。
やがて免許の自主返納を考えなければなりません。

の取り組みの取り組み

自分の運転技術をチェックできたことは貴重
な体験でした。気軽に受けられますから３人
一組で申し込んでみてください。勝山では、
シルバー人材センターの会員さんが受講して
いました。  （滝波　記）

70歳以上74歳以下で運転免許証の更新をされる方は
高齢者講習の受講が必要です。

１グループ３人で自動車学校のコース内を運転。
指導員が運転の状態を診断し安全運転指導を行います。

約１時間の実地講習。これまで何十年も
運転しているため、自分では正しいと
思っていることが間違いだったと気付か
されることや、もっとこうしたら良いと
いう助言をもらう機会になりました。
　　　　　　　　　　　　（川崎　記）

運転免許証をとったのは19歳の時だったの
で、半世紀ぶりの自動車学校でのテストとな
りました。前半は座学だったが、やっぱり実
地は緊張した。いつも軽自動車しか乗ってい
ないので、普通自動車でも私には大きすぎて
少し怖かった。それでも何年かに一回、教官
から評価を頂いて、自己の技術の弱点を知る
のは役に立つ。無料ということもあり､ぜひ
お勧めします。（松川　記）

皆様もご近所のご友人とお気軽に
受講してみて下さい。

■受講申込先
　福井警察署交通２課　TEL:0776-52-0110
■申込期間
　令和元年10月１日～令和２年１月30日

酒酔体験ゴーグルを
付けての歩行実験。
やっぱりまっすぐには
歩けませんでした。
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議案第29号
令和元年度６月補正予算について
議案第29号
令和元年度６月補正予算について

令和元年 第２回定例会報告令和元年 第２回定例会報告 議長　江  守　 勲

主
な
質
疑
応
答

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
保
育
料
還
付
に
至
っ
た
原
因
は
。
対
象

　
先
に
は
十
分
説
明
し
納
得
し
て
頂
い
た
の

　
か
。

答
　
Ｈ
29
年
度
か
ら
適
用
す
べ
き
一
人
親
世

　
帯
に
対
す
る
保
育
料
軽
減
制
度
の
適
用
階

　
層
の
算
定
を
誤
っ
た
も
の
。
対
象
27
世
帯

　
に
は
、
ご
説
明
し
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、

　
ご
理
解
を
頂
い
た
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
松
岡
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
は
な

　
ぜ
予
定
し
た
交
付
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ

　
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
松
岡
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
は
当

　
初
計
画
で
Ｈ
30
年
度
に
渡
り
廊
下
、
Ｈ
31

　
年
度
に
北
校
舎
を
各
単
年
で
改
修
を
予
定

　
し
た
が
、
経
費
節
減
と
工
期
短
縮
の
た
め

　
併
せ
て
発
注
し
た
。
北
校
舎
分
の
財
源
と

　
し
て
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を

　
予
定
し
た
が
、
Ｈ
30
年
国
補
正
で
は
防
災

　
関
連
が
優
先
さ
れ
て
交
付
決
定
に
至
ら
な

　
か
っ
た
た
め
、
国
と
交
渉
し
合
併
特
例
債

　
枠
を
認
め
て
頂
い
た
も
の
で
、
一
般
財
源

　
と
合
わ
せ
て
財
源
組
替
す
る
も
の
。

◆
国
体
推
進
課

問
　
４
５
０
０
万
円
は
か
な
り
の
金
額
だ
。

　
支
払
い
方
法
に
課
題
は
無
か
っ
た
の
か
。

答
　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
ス

　
ポ
大
会
町
実
行
委
員
会
と
し
て
事
業
報
告

　
と
会
計
監
査
の
承
認
を
頂
い
て
お
り
、
適

　
切
な
執
行
を
確
認
し
て
頂
い
て
い
る
。
総

　
会
で
は
決
算
書
・
監
査
報
告
も
お
示
し
、

　
審
議
の
上
事
業
清
算
の
承
認
を
頂
い
た
。

　
支
払
い
が
適
切
に
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る

　
減
額
で
あ
る
。

令和元年第２回永平寺町議会定例会は、５月27日（月）から６月13日（木）までの18日間開催されました。
慎重に審議を行い、可決した内容は次の通りです。

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等10件については全員賛成です。

国の地方税法の一部改正による町税条例の一部改正

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 承認第３号 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

町立診療所整備事業町立診療所整備事業
【主な項目】

令和元年８月開業予定の町立診療所

承認第３号　町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について承認第３号　町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について

平成30年度内完工が無理なものの次年度繰越明許費報告

報告第１号
平成30年度一般会計繰越明許繰越計算書の報告について
報告第１号
平成30年度一般会計繰越明許繰越計算書の報告について

承認第２号
平成３０年度一般会計補正予算専決処分の承認について
承認第２号
平成３０年度一般会計補正予算専決処分の承認について

報告第１号
平成30年度一般会計繰越明許繰越計算書の報告について 報告
承認第２号
平成30年度一般会計補正予算の専決処分の承認について 承認
承認第３号
町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について 承認
議案第29号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第30号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第31号
令和元年度下水道事業特別会計補正予算について 可決

議案第32号
介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第33号　母子家庭等医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第34号
火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第35号
字の一部区域の変更について 可決
議案第36号
救助工作車の取得について 可決

第２回定例会議案

万
円
万
円

一人親世帯保育料還付金一人親世帯保育料還付金
【主な項目】

万
円
万
円国体・障スポ大会町実行委員会負担金国体・障スポ大会町実行委員会負担金

万
円
万
円

▲4,393▲4,393
106106

▲4,500▲4,500

万
円
万
円3億8,3333億8,333総額総額

総額総額

万
円
万
円

森林環境譲与税関連事業森林環境譲与税関連事業

プレミアム付商品券事業費・事務費プレミアム付商品券事業費・事務費

シェアリングエコノミー活用推進事業シェアリングエコノミー活用推進事業

万
円
万
円

【主な項目】

万
円
万
円公衆無線LAN整備事業公衆無線LAN整備事業

2,2262,226

万
円
万
円

（消費税10％対策）

400400

726726

999999

万
円
万
円地域コミュニティ活動支援事業地域コミュニティ活動支援事業

万
円
万
円地域未来投資促進事業地域未来投資促進事業

3,6723,672

万
円
万
円1億8561億856総額総額

1,0001,000

反
対
討
論
　
金
元
　
直
栄

　
今
回
の
町
税
条
例
の
改
定

は
、
第
一
に
低
所
得
者
に
は
負

担
の
重
い
消
費
税
増
税
分
の
収

入
を
、
低
所
得
者
や
車
を
買
い

替
え
た
人
た
ち
に
回
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
法
人
事
業
税
の
一
部

を
地
方
に
配
分
す
る
と
い
う

が
、
地
方
交
付
税
の
根
本
を
国

の
一
存
で
増
減
さ
せ
る
こ
と
に

繋
が
る
等
を
含
む
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

賛
成
討
論
　
奥
野
　
正
司

　
国
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正

の
法
律
や
政
省
令
が
先
に
公
布

さ
れ
、
町
税
条
例
を
そ
れ
に
適

合
さ
せ
、
全
国
に
認
め
た
制
度

を
本
町
に
も
施
行
す
る
専
決
処

分
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
見

直
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
や
単

身
児
童
扶
養
者
の
非
課
税
措
置

拡
充
、
軽
自
税
環
境
性
能
割
導

入
に
は
消
費
税
対
策
も
あ
る

が
、
即
ち
低
所
得
層
の
生
活
を

乱
し
不
公
平
拡
大
と
は
考
え
な

い
。
本
件
に
賛
成
。

町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

承
認
第
３
号

承
認
第
３
号

万
円
万
円1億3,4591億3,459

ため池改良工事（轟区）ため池改良工事（轟区） 万
円
万
円4,6394,639

松岡小学校校舎松岡小学校校舎
令和元年７月完成予定の改修工事

万
円
万
円1億8,0041億8,004

保護者負担金額の徴収手続きに誤りがあったため

森林整備および木材利用の促進と普及啓発を目的

低所得者と子育て世帯の消費税増税対策

災害時を見据えた庁舎内インターネットの整備

交流人口拡大を目指し、立命館・早稲田両大学と協働事業

地域経済牽引事業「永の里プロジェクト」へ補助

集落センター補助　新築２施設　改修２施設

平成30年開催の国体・障スポ大会の費用に減額が生じたため
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６
月
補
正
予
算
主
な
質
疑
応
答

一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
１
審
議

◆
総
合
政
策
課

問
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
活
用
推

　
進
事
業
、
具
体
的
に
は
。

答
　
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
５
件
程

　
度
予
定
し
て
い
る
。

問
　
移
住
支
援
事
業
、
最
終
登
録
目
標
設

　
定
は
。

答
　
平
成
31
年
４
月
現
在
の
町
内
企
業
の

　
ふ
く
い
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
ネ
ッ
ト
の
登
録

　
実
数
は
12
社
だ
が
、
１
名
の
求
人
で
も

　
充
足
さ
れ
る
と
登
録
が
抹
消
さ
れ
る
等

　
変
動
す
る
た
め
、
登
録
数
の
目
標
設
定

　
は
せ
ず
。

問
　
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業「
永
の
里
」

　
本
件
事
業
者
に
よ
る
事
業
進
捗
状
況
を

　
含
め
た
事
業
説
明
を
乞
う
。

答
　
事
業
者
と
日
程
等
を
打
ち
合
わ
せ
、

　
会
期
中
に
実
施
し
た
い
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
永
平
寺
温
泉
禅
の
里
の
浴
槽
内
タ
イ

　
ル
の
一
部
剥
離
、
浮
き
上
が
り
は
ど
の

　
様
に
検
査
し
た
の
か
。

答
　
打
診
検
査
で
浮
き
上
が
り
を
確
認
し

　
た
。

◆
農
林
課

問
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林
整
備
や
森

　
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
使
用
す
る

　
と
し
た
使
途
の
決
め
ら
れ
た
目
的
税
、

　
事
務
用
消
耗
品
や
ド
ロ
ー
ン
購
入
は
目

　
的
外
に
な
ら
な
い
か
。

答
　
森
林
整
備
や
森
林
整
備
を
促
進
す
る

　
た
め
の
調
査
や
事
務
諸
経
費
に
充
て
る

　
も
の
で
目
的
に
沿
う
。

　
ま
た
、
林
道
維
持
管
理
事
業
に
も
１
５

　
０
万
円
計
上
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
２
審
議

１
．
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業

　
　
「
永
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
総
合
政
策
課

問
　
①
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
が
行
っ
た

　
補
助
事
業
の
結
果
報
告
は
受
け
て
い
る

　
の
か
。
②
牽
引
事
業
者
へ
の
補
助
金
が
、

　
事
業
者
が
委
託
し
た
他
組
織
へ
支
出
さ

　
れ
て
い
て
も
事
業
整
合
性
は
あ
る
の

　
か
。
③
発
酵
文
化
研
究
協
議
会
で
の
研

　
究
開
発
実
施
報
告
・
結
果
確
認
を
行
政

　
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
④
３
年
続
く
こ

　
の
交
付
金
事
業
、
行
政
は
ブ
ラ
ン
ド
化

　
推
進
計
画
策
定
事
業
で
具
体
的
に
ど
の

　
様
な
成
果
を
目
指
す
の
か
。
⑤
３
年
目

　
の
今
年
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
策
定

　
業
務
、
事
業
者
が
目
指
す
取
り
組
み
成

　
果
は
。

答
　
①
別
紙
の
実
績
報
告
書
を
各
年
提
出

　
頂
き
、
年
度
成
果
を
確
認
し
て
い
る
。

　
②
発
酵
文
化
協
議
会
で
発
酵
文
化
に
つ

　
い
て
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
く
中
で
、

　
発
酵
食
品
・
文
化
の
情
報
発
信
が
弱
い

　
の
で
、
そ
の
発
信
拠
点
と
し
て
「
永
の

　
里
」
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
進

　
ん
で
き
た
経
緯
で
あ
り
、
協
議
会
発
足

　
が
先
に
な
っ
た
が
整
合
性
は
取
れ
て
い

　
る
。
③
ま
た
協
議
会
で
の
研
究
成
果
も

　
お
手
元
の
報
告
書
資
料
で
報
告
を
受
け

　
て
お
り
確
認
は
取
れ
て
い
る
。
④
最
終

　
年
度
の
今
年
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の
具

　
体
的
成
果
と
し
て
は
「
永
の
里
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
の
実
施
計
画
作
成
と
新
た
な
発

　
酵
ブ
ラ
ン
ド
製
品
開
発
の
促
進
」
を
目

　
標
と
し
て
お
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、

　
ラ
ベ
リ
ン
グ
、
１
商
品
当
り
の
量
目
、

　
価
格
等
も
定
ま
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

　
⑤
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
的
成
果
は
、

　
製
品
、
品
質
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
適

　
正
価
格
、
流
通
体
系
、
販
売
促
進
、
Ｃ

　
Ｍ
・
プ
ロ
モ―
シ
ョ
ン
予
算
等
々
、
今

　
年
度
事
業
で
具
体
的
な
も
の
が
示
さ
れ

　
る
と
考
え
る
。

問
　
整
備
費
の
付
い
た
東
エ
リ
ア
の
工
房

　
棟
、
こ
こ
へ
は
地
元
の
方
も
含
め
た
協

　
議
会
メ
ン
バ
ー
が
入
る
の
か
。
協
議
会

　
メ
ン
バ
ー
が
「
永
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
に
も
参
画
す
る
と
理
解
す
れ
ば
い
い

　
の
か
。

答
　
シ
ョ
ッ
プ
エ
リ
ア
は
ハ
ー
ド
的
な
も

　
の
。
協
議
会
で
は
そ
こ
で
の
ア
イ
デ
ア

　
を
も
と
に
商
品
開
発
を
行
う
ソ
フ
ト
的

　
な
側
面
で
の
貢
献
が
多
い
と
考
え
て
お

　
り
、
発
酵
文
化
協
議
会
の
方
が
シ
ョ
ッ

　
プ
エ
リ
ア
へ
入
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

　
必
ず
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

　
位
置
づ
け
で
は
な
い
。

問
　
31
年
度
の
計
画
策
定
事
業
、
戦
略
策

　
定
事
業
、
工
房
棟
整
備
の
補
助
金
は
ど

　
こ
に
交
付
す
る
の
か
。

答
　
牽
引
事
業
者
に
交
付
す
る
。

問
　
①
こ
の
事
業
計
画
区
域
の
中
に
あ
る

　
町
道
整
備
の
事
業
費
は
ど
れ
く
ら
い
に

　
な
る
の
か
。
②
計
画
内
容
の
地
元
へ
の

　
時
期
に
応
じ
た
進
捗
説
明
が
必
要
と
思

　
う
が
。
③
こ
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
事
業
が
完
成
し
た
後
、
町
が
ね
ら
う
企

　
業
誘
致
に
は
ど
う
い
う
支
援
が
あ
る

　
か
。
④
企
業
誘
致
の
と
き
の
用
地
確
保

　
に
つ
い
て
、
行
政
主
導
は
ど
う
考
え
る

　
か
。

答
　
町
道
の
拡
幅
工
事
は
地
元
区
か
ら
の

　
要
望
に
沿
う
も
の
で
、
今
回
の
「
永
の

　
里
」
事
業
と
は
切
り
離
し
て
考
え
て
頂

　
き
た
い
。
次
に
本
計
画
の
核
と
な
る
発

　
酵
文
化
の
発
信
拠
点
と
い
う
位
置
づ
け

　
は
当
初
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
認

　
識
し
て
い
る
。
完
成
後
の
町
の
支
援
は
、

　
条
例
に
基
づ
く
用
地
取
得
の
一
部
助
成

　
や
環
境
整
備
の
助
成
金
が
あ
る
。
ま
た
、

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
き
、
一

　
部
の
建
物
や
そ
の
敷
地
、
償
却
資
産
等

　
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
対
し
、
３
年

　
間
課
税
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

　
の
75
％
が
後
年
度
交
付
税
措
置
で
国
よ

　
り
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
固
定
資

　
産
税
で
は
、
土
地
だ
け
で
も
年
額
百
数

　
十
万
円
の
増
収
と
な
り
、
今
後
建
物
等

　
も
何
棟
か
建
設
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
固

　
定
資
産
税
の
増
収
と
な
る
。
協
力
し
て

　
取
り
組
み
た
い
。
地
元
の
理
解
を
得
る

　
た
め
に
事
業
者
に
は
地
元
へ
の
丁
寧
な

　
事
業
説
明
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
地
元
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
「
永
の

　
里
」
予
定
地
の
中
を
通
る
町
道
の
拡
幅

　
工
事
の
概
算
事
業
費
は
、
現
在
設
計
中

　
で
あ
る
の
で
後
日
報
告
さ
せ
て
頂
き
た

　
い
。

　
　
こ
の
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ

　
く
事
業
は
企
業
誘
致
の
一
環
。
企
業
誘

　
致
を
行
う
と
雇
用
が
生
ま
れ
、
建
物
が

　
建
ち
、
税
収
が
増
加
す
る
。
そ
れ
を
住

　
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
し
町
の
活
性
化
の

　
原
動
力
に
な
る
。
地
域
経
済
牽
引
事
業

　
者
と
し
て
県
が
認
め
た
企
業
の
事
業
を

　
国
が
半
額
、
町
が
半
額
補
助
を
し
て
、

　
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

　
に
よ
り
町
の
交
流
人
口
の
増
加
が
見
込

　
ま
れ
る
。
交
流
人
口
が
増
加
す
れ
ば
多

　
く
の
企
業
が
集
積
し
地
域
の
賑
わ
い
を

　
取
り
戻
す
。

　
　
決
し
て
特
定
の
企
業
の
便
宜
を
図
る

　
も
の
で
は
な
く
、
将
来
成
長
が
期
待
で

　
き
る
分
野
で
の
需
要
を
区
域
内
に
取
り

　
込
む
事
に
よ
り
、
地
域
の
成
長
発
展
の

　
基
盤
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
狙
い
に
合
致

　
し
た
事
業
者
に
対
し
て
、
促
進
法
の
手

　
順
に
従
っ
て
や
っ
て
い
く
。
法
に
基
づ

　
き
認
定
さ
れ
、
地
域
の
成
長
発
展
の
基

　
盤
を
築
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
企
業

　
で
も
同
じ
く
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

　
く
。

　
　
企
業
進
出
用
地
整
備
を
行
政
が
行
う

　
事
を
検
討
し
た
事
も
あ
る
が
、
コ
ス
ト

　
の
面
、
売
れ
残
り
の
際
の
不
良
債
権
化

　
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
今
回
は
こ
う

　
し
た
形
に
な
っ
た
。

　
　
町
道
拡
幅
は
既
存
町
道
を
拡
幅
す
る

　
地
元
要
望
に
対
応
す
る
も
の
で
、
拡
幅

　
分
の
用
地
は
企
業
が
地
域
貢
献
の
一
環

　
と
し
て
提
供
す
る
。
ま
た
下
水
道
整
備

　
に
つ
い
て
は
企
業
が
施
行
す
る
こ
と
に

　
な
っ
て
い
る
。
全
国
１
７
５
０
の
自
治

　
体
が
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
中
で
、

　
町
と
し
て
は
他
自
治
体
と
比
べ
て
企
業

　
誘
致
し
や
す
い
環
境
を
作
ろ
う
と
、
地

　
域
未
来
投
資
促
進
法
を
利
用
で
き
る
環

　
境
を
整
備
し
た
も
の
で
、
既
存
の
町
独

　
自
の
企
業
誘
致
支
援
制
度
と
併
せ
て
進

　
め
て
い
き
た
い
。

２
．
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　  

活
用
推
進
事
業

◆
総
合
政
策
課

問
　
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ト
へ
ア
ッ
プ
し

　
た
後
の
商
品
の
更
新
に
町
は
ど
の
様
に

　
関
わ
る
の
か
、
支
援
は
あ
る
の
か
。
ホ

　
ス
ト
と
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ａ
サ
イ
ト
を
ま

　
ち
づ
く
り
会
社
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

　
る
こ
と
に
よ
り
仲
介
手
数
料
を
収
受
す

　
る
こ
と
で
、
町
づ
く
り
会
社
の
増
加
業

　
務
コ
ス
ト
は
賄
え
る
の
か
。

答
　
今
後
の
こ
と
と
し
て
は
、
町
は
ま
ち

　
づ
く
り
会
社
が
、
こ
の
仲
介
手
数
料
で

　
ホ
ス
ト
と
サ
イ
ト
を
繋
ぎ
運
営
出
来
る

　
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
考
え
て

　
い
る
。
早
稲
田
・
立
命
館
の
両
大
学
は

　
今
回
の
こ
の
総
務
省
支
援
事
業
の
採
択

　
が
無
く
て
も
永
平
寺
町
内
で
シ
ェ
ア
リ

　
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
事
業
に
取
組
ん
で
い

　
く
と
聞
い
て
お
り
、
来
年
度
以
降
も
コ

　
ン
テ
ン
ツ
の
問
題
は
心
配
し
て
い
な
い
。

　
い
い
サ
イ
ト
は
右
肩
上
が
り
。
早
稲
田・

　
立
命
館
の
学
生
さ
ん
の
協
力
を
得
て
い

　
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
し
、
い
い
サ
イ

　
ト
へ
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
体
験
者
は
サ
イ

　
ト
へ
コ
メ
ン
ト
す
る
好
循
環
で
右
肩
上

　
が
り
。
体
験
型
観
光
客
と
地
域
住
民
の

　
出
会
い
・
縁
を
繋
ぎ
本
町
の
関
係
人
口

　
の
増
加
を
目
指
す
。

３
．
移
住
支
援
事
業

◆
総
合
政
策
課

問
　
全
国
版
の
移
住
・
交
流
推
進
機
構

　
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

　
全
国
の
市
町
村
の
移
住
支
援
・
子
育
て

　
支
援
・
住
宅
取
得
支
援
と
か
移
住
・
定

　
住
の
支
援
策
情
報
が
ま
と
め
て
入
手
で

　
き
る
有
力
な
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
。
福
井
県

　
で
は
福
井
市
と
お
お
い
町
の
み
掲
載
で

　
あ
る
。
他
市
町
に
劣
後
し
な
い
よ
う
永

　
平
寺
町
も
こ
う
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
利
用
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
情
報

　
を
発
信
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
提
案
を
受
け
て
掲
載
を
目
標
に
費
用

　
等
調
べ
て
み
た
い
。

と
こ
し
え

工事が進む永の里（東エリア）

工事が進む永の里（西エリア）

永平寺町版
シェアリング・エコノミーの取り組み
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下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
下
水
道
課

問
　
修
繕
費
と
し
て
は
大
き
い
が
、

　
故
障
は
い
つ
分
か
っ
た
の
か
。

答
　
本
年
１
〜
２
月
の
運
転
中
の
点

　
検
で
脱
水
機
圧
搾
ろ
布
駆
動
装
置

　
に
経
年
劣
化
、
汚
泥
沈
殿
池
掻
寄

　
機
に
オ
イ
ル
漏
れ
が
判
明
し
た
。

　
修
繕
費
は
脱
水
機
が
５
６
１
万
円
、

　
掻
寄
機
が
１
４
９
万
円
。

※

今
回
修
繕
す
る
装
置
の
耐
用
年
数

　
は
一
般
的
に
掻
寄
機
17
年
、
脱
水

　
機
20
年
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。

上田　　誠
　この事業は地域の経済を牽引し、若者や住民の雇用促進、交
流人口増から人口増加を当初の目的とし支援するのである。し
かしながら発酵文化として参画団体の具体性や内容的に不安が
ある状況。
　住民の期待や地域の未来を語れるよう、行政は中間に立ち、
積極的に説明と連携を図るよう、議会として提言が必要。

金元　直栄
　住民がどうなっていくのか不安
に思っているのに、開発者からの
説明はない。町が助成するのだか
ら、町としてこの点は指導すべき
だ。第２は、事業中、条件の研究
施設が説明の中からなくなってい
る。問題にはならないか。
　いずれにせよ、開発者は説明責
任を果たすべきだ。

川崎　直文
　地域未来投資促進事業の交付金
対象の『「永の里」プロジェク
ト』は、地域経済牽引事業。
　このことをしっかり捉え、地域
の経済を牽引する視点で事業の進
捗を管理すべき。
　『「永の里」プロジェクト』が
今後、変更されるとの見解が出
た。
　計画変更時にはその都度、業
者、行政、地域、地元と情報をよ
り一層共有しなければならない。

酒井　和美
　市場動向は年々変化するため事業開始時点の情勢に合わせた
経営が大事。現段階で計画を固めさせては事業の継続可能性が
低下する。事業者に自由を。テナント誘致が県外事業者に偏向
する場合には、常温・長期保存できる発酵食品の強みを生か
し、県内発酵食品の販売陳列棚を設ける等、地元企業への販路
開拓機会提供の提案を。

酒井　秀和
　当該事業者の意向を尊重し住民への説明はもう変わらないと
ころまで待って欲しい。当該事業者は過去２年間の事業報告を
適正に行っており、今年度においても地域経済牽引事業の３点
の要件（地域特性・差別化・経済効果）における高いＫＰＩを
達成するために計画ありきにならないよう事業成功に向けて調
査研究を進めている。

長岡　千惠子
　事業目的がテーマパークである。その事業内容が具体的に示
されていない。それでは、数年後には廃業して広大な荒れ地に
なる前例が多々ある。地元は不安である。行政は、事業者に対
し将来的に継続可能な事業であることを明確に説明するよう指
導助言すべき。

滝波　登喜男
　下浄法寺地区の住民は、ご先祖から受け継ぐ土地を地域発展
のため売却という選択をしているのだから、開発業者は地元民
に丁寧な説明を行政が求めて欲しい。

議長付言： 令和元年度一般会計補正予算に際し、議会として次の点にご留意頂けますようお願い致します。
 地域未来投資促進法「永の里プロジェクト」事業に於きまして、
 　①　住民に対し十分な事業説明がなされるよう、行政からも事業者に対して申入れをして
 　　　頂きたい。
 　②　交付金対象となる事業に就いては、行政がその進捗を把握し、その都度議会に説明し
 　　　て頂きたい。
 以上の2点を申し添えます。

議案29号は採決され原案通り可決成立となったが、議長閉会挨拶において次の提言となった。

令和元年度一般会計
補正予算　第３審議
令和元年度一般会計
補正予算　第３審議

議案第29号議案第29号

自由討議自由討議

地域未来投資促進事業
「永の里」プロジェクト

常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
本
委
員
会
は
６
月
10
日
に
開
催
し
、
次
の
内

容
を
慎
重
に
審
議
し
た
。

１
．
本
定
例
会
委
員
会
付
託
議
案
（
１
件
）

　
全
国
知
事
会
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提

言
」
の
実
行
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

①
他
市
町
の
意
見
は
あ
く
ま
で
も
参
考
と
し

て
、
全
議
員
で
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

継
続
審
議
で
議
了
。

２
．
そ
の
他
協
議
事
項

①
事
務
事
業
検
証
に
つ
い
て

　
12
月
議
会
に
ま
と
め
会
が
で
き
る
よ
う
、
各

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
・
報
告
・
意
見
交
換
等

を
行
い
、
毎
月
の
定
例
委
員
会
を
開
催
し
共
有

す
る
こ
と
で
議
了
。

②
当
委
員
会
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
議
会
と
防
災
対
応
（
議
員
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
）
永
平
寺
町
議
会
防
災
対
策
・
支
援
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
等
に
お
い
て
各
委
員
に
説

明
・
熟
読
・
確
認
。
次
期
７
月
・
８
月
の
委
員

会
で
意
見
交
換
し
、
視
察
研
修
を
含
め
勉
強
会

を
重
ね
、
当
町
議
会
議
員
と
し
て
の
防
災
に
対

す
る
関
わ
り
を
全
議
員
と
共
有
で
き
る
対
応
を

提
案
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
議
了
。

③
視
察
研
修
に
つ
い
て

（
当
常
任
委
員
会
の
視
察
研
修
）

　
各
委
員
の
意
見
よ
り
、
年
間
テ
ー
マ
に
掲
げ

る
「
議
会
と
し
て
の
防
災
対
応
に
つ
い
て
」
、

実
際
に
災
害
を
受
け
て
行
動
し
た
先
進
地
の
視

察
研
修
を
行
う
こ
と
で
議
了
。

④
そ
の
他

　
永
平
寺
町
に
お
け
る
学
芸
員
の
必
要
性
に
つ

い
て

　
本
町
に
お
い
て
の
現
状
を
鑑
み
、
町
の
歴
史

等
文
化
遺
産
の
保
全
等
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と

は
本
町
に
と
っ
て
大
変
重
要
。
町
の
文
化
遺
産

等
を
観
光
客
に
紹
介
す
る
観
光
ガ
イ
ド
等
に
お

け
る
勉
強
に
も

学
芸
員
等
は
必

要
で
は
な
い

か
。
重
要
な
こ

と
だ
と
思
う
の

で
、
委
員
会
等

区
別
な
し
に
各

議
員
が
検
証
す

る
こ
と
で
議

了
。

米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言

　
　
　
　
　
　
　
　意
見
書
提
出
は
継
続
審
議

議案第31号
令和元年度下水道事業特別会計補正予算について
議案第31号
令和元年度下水道事業特別会計補正予算について 万

円
万
円710710総額総額

中央浄化センター脱水機、最終汚泥沈殿池掻寄機故障修繕中央浄化センター脱水機、最終汚泥沈殿池掻寄機故障修繕
【主な項目】

中央浄化センター脱水機

水防訓練の様子
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一般質問

10

長岡千惠子議員

問 ラッキーの跡地売却どうなるのか

答 解体時期、その後の利用も未定

校
内
に
移
転
す
る
。
移
転

後
は
児
童
館
の
み
の
利
用

か
。

子
育
て
支
援
課　

移
転
後

は
松
岡
児
童
館
と
松
岡
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
２

つ
が
活
動
す
る
。

問　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
翠
荘
に
移
転
す
る
時
期

と
そ
の
場
所
は
。

町
長　

10
月
か
11
月
に
翠

荘
の
１
階
の
部
屋
に
移

転
。

問　
ラ
ッ
キ
ー
は
８
月

に
は
解
体
さ
れ
売
却
さ
れ

る
と
聞
く
。
ど
う
な
る
の

か
。

商
工
観
光
課
長　

解
体
時

期
は
未
定
。
再
利
用
に
つ

い
て
も
正
式
に
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
報
告
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。

問　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
や
老
々
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
方
々
は
、

食
材
を
買
い
調
理
し
て
も

た
く
さ
ん
の
量
が
で
き
、

食
べ
き
れ
な
い
。
調
理
す

る
労
力
も
大
変
。
食
べ
残

し
た
物
を
何
日
も
食
べ
る

の
は
、
食
中
毒
の
危
険
も

あ
る
。
町
民
に
と
っ
て
必

要
な
の
は
、
す
ぐ
に
食
べ

ら
れ
る
物
を
必
要
な
量
だ

け
買
え
る
お
店
で
あ
る
。

決
ま
っ
て
い
な
い
時
期
な

ら
、
出
店
を
検
討
し
て
い

る
企
業
に
お
総
菜
コ
ー
ナ

ー
の
開
設
を
交
渉
で
き
な

い
か
。

商
工
観
光
課
長　

メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
や
維
持
費
が

発
生
す
る
の
で
女
性
起
業

家
の
方
に
話
を
す
る
こ
と

は
必
要
。
交
渉
は
当
事
者

と
な
る
。

町
長　

既
存
の
食
品
店
や

ス
ー
パ
ー
を
含
め
普
段
か

ら
ど
う
支
援
す
る
か
も
協

議
す
る
。

◆
松
岡
公
民
館
に
改
修
工

　

事
は
終
了
か

問　
ト
イ
レ
を
洋
式
に
改

修
工
事
が
必
要
で
は
。

副
町
長　

洋
式
ト
イ
レ
は

各
階
に
１
つ
あ
る
。
公
民

館
の
利
用
者
の
多
く
が
高

齢
者
な
の
で
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
は
前
向
き
に
取

り
組
む
。

◆
翠
荘
の
活
用
は

問　
10
月
に
松
岡
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
松
岡
小
学

若さを保持、健康年齢の延伸を目指し
筋力トレーニングに汗を流す高齢者達

６

13

長岡千惠子 … 11Ｐ

酒井　秀和 … 12Ｐ

中村勘太郎 … 12Ｐ

朝井征一郎 … 13Ｐ

松川　正樹 … １４Ｐ

酒井　和美 … １４Ｐ

川崎　直文 … １5Ｐ

伊藤　博夫 … １6Ｐ

齋藤　則男 … １６Ｐ

上田　　誠 … １7Ｐ

金元　直栄 … １８Ｐ

滝波登喜男 … １8Ｐ

奥野　正司 … １9Ｐ

常 任 委 員 会 報 告

　
６
月
10
日
全
員
出
席
で
開
催
し
、
次

の
内
容
で
意
見
交
換
し
た
。

①
学
校
教
育
方
針
に
つ
い
て

・
「
礼
の
心
」
を
重
ん
じ
夢
や
希
望
を

持
っ
て
学
び
行
動
力
の
育
成
を
重
点
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。

問
　
教
育
目
標
の
成
果
・
評
価
と
子
ど

も
目
線
の
評
価
や
声
は
。

答
　
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
を
掲
げ
ア
ン
ケ

ー
ト
等
、
数
値
化
し
地
域
学
校
協
議
会

で
意
見
や
評
価
を
聞
き
、
保
護
者
に
も

示
し
て
い
る
。

問
　
不
登
校
生
の
対
応
は
。

答
　
各
学
校
に
支
援
員
の
配
置
、
適
応

指
導
教
育
な
ど
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
対

応
。

②
町
文
化
財
行
政
に
つ
い
て

・
現
在
学
芸
員
が
欠
員
。
文
化
財
保
護

委
員
会
や
専
門
家
を
交
え
方
針
を
決
め

る
。

問
　
古
墳
文
化
だ
け
で
な
く
宗
教
文
化

や
人
材
育
成
を
。

答
　
出
来
る
範
囲
で
対
応
し
、
県
や
専

門
家
を
交
え
方
針
を
決
め
る
。

③
幼
児
園
・
幼
稚
園
再
編
の
答
申
に
つ

い
て

・
子
ど
も
の
数
が
減
る
現
状
の
中
、
何

パ
タ
ー
ン
か
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
り
、
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
小
学
校
区
で
の
小
規
模
・
適
性
宅

地
の
検
討
な
ど
地
域
づ
く
り
の
ア
ク
シ

ョ
ン
の
考
え
は
。

答
　
総
合
的
に
検
討
、
判
断
し
て
対
応

す
る
。

④
事
務
事
業
検
証
に
つ
い
て

・
担
当
課
と
協
議
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
し

次
回
全
員
で
共
有

⑤
行
政
視
察
に
つ
い
て

８
月
上
旬
に
長
野
県
方
面
で
適
任
地
を

視
察

⑥
町
内
視
察
に
つ
い
て

・
５
月
23
日
駅
な
か
カ
フ
ェ
を
視
察
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
意
見
交

換・
６
月
24
日
１
０
０
才
体
操
（
吉
野

堺
）
、
筋
ト
レ
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）
を

視
察
。
町
内
の
活
動
状
況
を
把
握
す

る
。

学
校
教
育
方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　委
員
長

　上
田

　
　誠

委員長　滝波登喜男議会改革特別委員会報告議会改革特別委員会報告
　４月25日全委員出席のもと開会。下記通り３項目の課題について協議した。

　　１．議員報酬　　　全国町村議長会最終報告について検討、今後の流れと住民意見の反映につい
　　　　　　　　　　　て協議。委員からは政策提言等さらなる実績を高めるべき等意見が出された｡

　　２．本会議主義　　３月定例会評価をもとに協議。また、本会議主義への移行にともない変更を
　　　　　　　　　　　取り決めていた事務事業評価について、各委員会３つのテーマを定め、実行
　　　　　　　　　　　計画および議員検証を定期的に行い、その都度委員会報告することの具体的
　　　　　　　　　　　計画を定めた。

　　３．議会の電子化　クラウド型グループウェアの利用促進のため研修会開催について協議した。

 委員会 担当チーム テーマ

  松川、川崎、江守 自動走行推進事業（総合政策課）

  中村、酒井秀 有害鳥獣対策事業（農林課）

  伊藤、酒井和 ブランド戦略推進事業（商工観光課）

  奥野、齊藤、朝井 一般廃棄物収集運搬費（住民生活課）

  金元、長岡 一般介護予防事業（福祉保健課）

  滝波、上田 学校給食管理運営諸経費（学校教育課）

総務産業建設
常任委員会

教育民生
常任委員会
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酒 井  秀 和 議員

問

答

平和な暮らしを守りましょう

待避所は道路管理者と協議する

問 通学路の安全が急務

答 急いで案を考え､次年度に向け対応

中村勘太郎議員

問 登校下校を防犯カメラ設置で守る

答 子どもを見守る安心、
　　　　　安全のために設置を

朝井征一郎議員

問　
永
平
寺
町
民
指
標
に

「
平
和
な
暮
ら
し
と
自
然

を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
謳

わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
国
内
で

は
悲
惨
な
事
故
が
相
次
い

で
い
る
。

　

交
通
事
故
の
２
次
災
害

と
し
て
歩
行
者
や
信
号
待

ち
の
人
々
を
巻
き
込
む
事

故
が
後
を
絶
た
な
い
。
当

町
で
は
運
転
者
と
歩
行
者

両
方
を
守
る
た
め
の
環
境

整
備
を
早
急
に
対
応
し
て

ほ
し
い
。

　

免
許
返
納
が
進
ま
な

い
、
で
き
な
い
理
由
は
。

総
務
課
長　

当
町
で
は
車

が
な
い
と
移
動
の
不
便
を

感
じ
て
お
り
、
移
動
手
段

と
し
て
車
に
依
存
し
て
い

る
。

問　
事
故
防
止
安
全
対
策

で
、
行
政
は
町
内
全
域
に

お
い
て
、
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

ソ
フ
ト

面
で
は
、
各
学
校
教
員
が

児
童
の
下
校
に
対
し
引
率

し
、
危
険
個
所
や
駆
け
込

み
所
な
ど
を
下
校
指
導
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
毎
年
、

通
学
路
安
全
推
進
会
議
を

行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

教
育
環
境
改
善
要
望
書
に

基
づ
く
現
場
点
検
を
行
い

回
答
書
に
よ
り
示
し
て
い

る
。

問　
町
内
全
域
で
、
最
も

危
険
な
交
差
点
等
通
学
路

は
何
カ
所
あ
る
と
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

Ｈ
30

年
度
の
要
望
数
は
15
ケ

所
で
、
施
工
済
み
が
３
カ

所
、
今
年
度
で
施
工
が
終

了
す
る
箇
所
が
６
カ
所

で
、
残
り
の
６
カ
所
は
翌

年
度
以
降
に
実
施
、
ま
た

は
施
工
予
定
な
し
の
状

況
。

問　
最
も
危
険
な
通
学

道
路
の
有
効
な
事
故
防
止

を
図
る
安
全
対
策
は
適
切

な
対
応
だ
っ
た
の
か
。
交

差
点
に
よ
る
ビ
デ
オ
（
防

犯
）
カ
メ
ラ
等
で
定
期
的

に
観
察
し
実
態
を
把
握
で

き
な
い
の
か
。

町
長　

今
、
新
技
術
を
投

入
す
る
時
代
、
急
い
で
案

を
考
え
次
年
度
に
向
け
対

応
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
。

問　
五
松
橋
か
ら
役
場
方

面
に
向
か
う
神
明
２
丁
目

地
係
の
県
道
中
川
松
岡
線

の
三
差
路
交
差
点
の
安
全

対
策
が
急
務
だ
。
早
急
な

安
全
対
策
を
。

総
務
課
長　

毎
年
、
神
明

地
区
の
区
長
お
よ
び
地
域

の
方
々
か
ら
信
号
機
の
設

置
等
に
つ
い
て
要
望
が
あ

問　
通
学
道
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
歩
道
の
安

全
確
保
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
の
命
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
に
も
道
路
沿

い
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
。

総
務
課
長　

防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
等
で
設
置
お
よ
び
管

理
す
る
の
に
掛
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
今
、
見
守
り
隊
の
な

り
手
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
機
械
の
力
を
か
り

て
犯
罪
の
芽
を
摘
む
狙
い

と
し
て
、
過
度
な
監
視
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に

な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
安
心
、
安
全
の

た
め
に
も
、
一
連
の
事
故

を
教
訓
に
、
通
園
や
散
歩

の
と
き
の
安
全
確
保
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
カ
メ
ラ
の
設
置

で
、
登
校
下
校
時
や
放
課

後
遊
ぶ
と
き
、
児
童
・
生

徒
ら
住
民
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
た
め
に
、
公
共
施

設
に
も
ぜ
ひ
と
も
こ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
を
。

町
長　

こ
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
、
こ
れ
か
ら
担
い
手
の

皆
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
て

く
る
中
、
必
要
な
技
術

問　
今
後
、
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
バ
ス
の
乗
り
方

教
室
や
マ
イ
時
刻
表
作

成
支
援
、
現
在
検
討
中
の

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問　
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
交
差
点
へ
の
待
避

所
設
置
を
求
め
る
が
ど
う

か
。

総
務
課
長　

新
た
な
ス
ペ

ー
ス
確
保
が
必
要
。
道
路

管
理
者
と
協
議
す
る
。
通

学
路
の
見
直
し
も
視
野
に

入
れ
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
待
合
所
設
置
を
求
め
た

い
が
ど
う
か
。

総
務
課
長　

行
政
と
地
域

の
役
割
分
担
が
必
要
。

要
望　
事
故
が
起
こ
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
。
安

心
・
安
全
で
平
和
な
暮
ら

し
を
提
供
す
る
た
め
に
も

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

永
平
寺
町
観
光
ガ

イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

進
捗
は
。

答　

５
月
連
休
前
か
ら

徐
々
に
更
新
し
て
い

「
で
き
な
い
」
で
は
な
く

「
実
現
す
る
た
め
に
ど
う

る
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
進
捗
は
。

答　

永
平
寺
伽
藍
内
ガ

イ
ド
の
研
修
体
制
を
協

議
中
。

る
。
警
察
関
係
機
関
へ
引

き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

問　
２
丁
目
地
係
の
三
差

路
か
ら
五
松
橋
の
拡
幅
整

備
を
期
待
す
る
が
。

建
設
課
長　

都
市
計
画
道

路
と
し
幅
員
８
ｍ
の
道
路

計
画
が
決
定
さ
れ
、
Ｈ
24

年
よ
り
県
へ
要
望
し
て
い

る
が
、
現
在
、
こ
の
周
辺

の
90
ｍ
が
未
整
備
。
こ
の

間
の
道
路
幅
員
が
大
変
狭

い
上
に
カ
ー
ブ
曲
線
で
見

通
し
が
悪
い
実
情
だ
。
福

井
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
通
じ
、
緊
急
車
両
の
ア

ク
セ
ス
向
上
お
よ
び
通
行

者
が
安
全
で
安
心
な
道
路

利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
引

き
続
き
要
望
す
る
。

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、
地
域
の
皆
様

が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も

を
見
守
り
、
通
学
路
を
含

め
、
安
心
、
安
全
の
た
め

に
、
地
域
で
行
う
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
対
し
て
、

補
助
制
度
と
い
う
よ
う
な

形
で
支
援
し
て
い
き
た

い
。

総
務
課
長　

町
内
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
既
に

設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

学
校
施
設
で
の
災

害
情
報
の
伝
達
方
法
に

つ
い
て
。
町
全
小
中
学

校
で
、
緊
急
地
震
速
報

通
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
発
信
で
き
る
シ

ス
テ
ム
は
ど
う
か
。

答　

全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
と
防
災
行
政
無
線

を
連
動
さ
せ
緊
急
地
震

速
報
を
含
め
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
、
各
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
災
行

政
無
線
端
末
で
受
信
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
。

通学路

も
あ
り
、
そ
の
中
で
行
政

と
地
域
が
分
担
し
て
、
公

共
施
設
を
中
心
に
そ
の
周

辺
、
地
域
の
治
安
あ
る
い

は
地
域
を
守
る
と
い
っ
た

意
味
で
、
地
域
で
設
置
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
費
用

に
つ
い
て
町
が
支
援
し
て

い
く
。

←

←

歩行者の安全確保がされた交差点

←

←

す
る
か
」
考
え
て
行
動
し

て
ほ
し
い
。
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酒 井  和 美 議員

問

答

吉峰寺キャンプ場について

ニーズを捉え、利用者増を

松 川  正 樹 議員

問

答

四季の森の今後の生かし方3点

感動的結婚式できるかも

問 幼児園・幼稚園施設再編の検討は

答 本年度内に再編計画を策定する

川 崎  直 文 議員

作
成
し
、
議
会
等
か
ら
意

見
を
伺
う
。

　

こ
れ
を
繰
り
返
し
、
年

度
末
に
向
け
て
再
編
計
画

を
策
定
す
る
。

問　
議
会
、
地
域
、
町
民

の
方
に
示
し
、
全
町
挙
げ

問　
１
点
目
は
無
人
自

動
車
関
係
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
関

係
の
企
業
に
買
っ
て
も
ら

う
か
、
借
り
て
も
ら
う
か

だ
。
一
番
可
能
性
は
高

い
。
提
案
の
優
れ
た
企
業

に
セ
ッ
ト
で
お
願
い
で
き

な
い
か
。

　

２
点
目
は
仏
前
結
婚
式

の
メ
ッ
カ
だ
。
結
婚
式
の

会
場
は
傘
松
閣
。
披
露
宴

会
場
は
元
の
図
書
館
。

町
内
の
お
寺
様
に
ご
協
力

を
願
う
。
仏
前
結
婚
式
は

格
調
高
く
、
感
動
的
。
そ

の
第
１
号
は
「
え
い
坊
く

ん
」
の
結
婚
式
。
お
相
手

は
全
国
の
女
性
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
さ
ん
か
ら
応
募
す
る

か
、
門
前
の
案
内
所
の
パ

ネ
ル
に
登
場
し
て
く
る

「
小
梅
ち
ゃ
ん
」
。
私
は

問　
Ｇ
Ｗ
10
日
間
の
利
用

者
数
は
。

商
工
観
光
課
長　

21
件
94

名
。

問　
20
㎝
ほ
ど
の
草
が
生

え
て
い
た
。
連
休
前
に
草

刈
り
し
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

４
月
14

日
に
行
っ
た
。
例
年
６
月

と
９
月
に
実
施
。

問　
Ｈ
29
年
度
１
０
８
万

円
の
修
繕
費
と
は
。
劣
化

し
た
外
壁
と
屋
根
は
塗
り

直
せ
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

ト
イ
レ

屋
根
の
漏
水
で
90
万
円
の

工
事
。
外
壁
・
屋
根
は
対

処
考
え
る
。

問　
看
板
が
足
り
な
い
の

で
は
。

商
工
観
光
課
長　

中
部
縦

貫
道
か
ら
観
光
施
設
へ
の

案
内
看
板
設
置
を
考
え
た

い
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
併
せ

て
看
板
修
繕
を
予
定
。

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
Ｐ
Ｒ
が
消
極
的
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

受
け
入

れ
体
制
を
整
え
た
上
で
Ｐ

Ｒ
を
強
め
た
い
。

問　
吉
峰
寺
キ
ャ
ン
プ
場

の
強
み
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
、
利
用
者
数
を
増
加

さ
せ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

フ
リ
ー

サ
イ
ト
の
区
画
は
自
由
度

が
高
い
。
地
元
と
協
議
の

上
、
維
持
管
理
体
制
、
情

報
発
信
の
課
題
を
整
理
し

集
客
数
を
増
や
し
た
い
。

問　
中
部
縦
貫
道
や
勝
山

街
道
、
道
の
駅
か
ら
す
ぐ

近
く
に
あ
る
と
い
う
強
み

小
梅
ち
ゃ
ん
が
一
押
し
。

町
の
婚
活
と
少
子
化
対
策

の
象
徴
的
な
Ｐ
Ｒ
に
も
な

る
。

　

３
点
目
は
小
中
学
校
の

統
廃
合
論
に
絡
ん
で
、
中

学
校
の
合
併
論
が
ま
ま
あ

る
が
、
こ
の
山
の
上
は

そ
の
受
け
皿
に
な
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
体
育
館
も
あ

る
。
四
季
の
森
は
宿
舎
に

も
な
る
。
安
上
が
り
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
。

　

何
年
か
前
に
聞
い
た
大

本
山
永
平
寺
の
お
膝
元
ら

し
く
、
駒
澤
大
学
の
付
属

高
校
を
こ
の
山
の
上
に
誘

致
し
た
ら
い
い
と
い
う
話

が
下
敷
き
。

町
長　

私
も
四
季
の
森
を

問　
提
出
さ
れ
た
「
永

平
寺
町
幼
児
園
・
幼
稚
園

施
設
再
編
に
つ
い
て
（
答

申
）
」
を
ど
う
捉
え
、
再

編
を
検
討
す
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
ど

も
た
ち
が
集
団
生
活
の
中

で
育
つ
環
境
整
備
、
３
～

５
歳
児
は
、
各
年
齢
で

１
ク
ラ
ス
20
人
程
度
が
望

ま
し
い
。
地
域
の
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
の
運

営
、
通
園
し
や
す
い
環
境

整
備
を
主
に
捉
え
て
検
討

す
る
。

町
長　

答
申
の
中
で
何
パ

タ
ー
ン
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
将
来

を
見
据
え
、
い
ろ
ん
な
角

度
で
検
討
す
る
。

　

例
え
ば
１
ク
ラ
ス
20
人

の
場
合
、
地
域
に
お
け
る

影
響
等
を
捉
え
る
。

問　
再
編
計
画
を
ど
の

よ
う
に
策
定
し
て
い
く
の

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

庁
内

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

を
生
か
し
、
山
で
活
動
す

る
若
者
を
対
象
に
、
新
し

く
開
業
支
援
の
視
点
を
持

ち
体
制
作
り
し
て
は
。

町
長　

キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ

ル
は
以
前
と
今
で
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
体
制
に
し
た

結
婚
式
に
と
考
え
た
こ
と

が
あ
る
。
楽
し
く
考
え
る

こ
と
は
い
い
。

総
合
政
策
課
長　

四
季
の

森
は
基
本
的
に
は
日
常
的

な
活
用
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
推

進
の
拠
点
に
し
た
い
。
仏

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

地
域
交
通
の
利
用

促
進
と
し
て
大
手
検
索

サ
イ
ト
へ
の
情
報
連
携

は
。

答　

県
が
と
り
ま
と
め

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
創
生
総
合
戦
略

で
、
ラ
ッ
キ
ー
の
問
題

を
再
び
問
う
。

問　

松
岡
公
民
館
の
運

問　

今
求
め
ら
れ
る
社

会
人
の
学
び
直
し
に
つ

い
て
は
。

答　

町
民
の
実
生
活
に

即
し
た
生
き
が
い
と
学

び
直
し
の
提
供
を
。

経年劣化したトイレの外壁

営
を
憂
う
。

問　

禅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
あ
り
方
は
。

問　

庁
舎
内
全
面
禁
煙

を
厳
し
く
。

四季の森文化館の傘松閣

い
。

て
の
計
画
策
定
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長　

し
っ
か
り
と
地
域

に
入
り
意
見
を
聞
い
て
い

く
、
ま
た
理
解
を
求
め
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問
「
永
の
里
」
事
業
へ

の
町
の
対
応
は
。

答　

地
域
経
済
牽
引
事

業
へ
の
補
助
事
業
は
、

年
度
途
中
に
打
合
せ
し

進
捗
を
管
理
す
る
。
関

連
事
業
は
、
事
業
者
の

協
力
を
得
て
地
元
と
の

協
議
を
重
ね
進
め
て
い

る
。

　

地
元
へ
の
定
期
的
な

事
業
の
進
捗
説
明
の
実

施
を
事
業
者
に
伝
え

る
。

問
〝
永
平
寺
町
19
棟
重

要
文
化
財
指
定
〟
で
町

の
取
り
組
み
は
。

答　

禅
文
化
と
地
域
資

源
を
生
か
し
た
交
流
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
町

の
文
化
祭
等
で
重
要
文

化
財
の
周
知
等
に
取
り

組
み
、
地
域
活
性
化
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
。

前
結
婚
式
は
傘
松
閣
の
大

広
間
の
非
日
常
的
な
活
用

と
し
て
向
い
て
い
る
の
で

は
。

←

←

←

←



一般質問一般質問

1617

齋 藤  則 男 議員

問

答

親子で楽しめる、
　　　設備（広場）等の整備を

子どもたちが集まる遊具については、
　　　　　　　　　　前向きに検討

問 中高年ひきこもり対策の急務を

答 連携プレー意識し丁寧な対応をする

上 田 　  誠 議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

高齢者が住み続けられる政策は

在宅支援、フレイル予防事業など

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ゲ
ー
ム
対
策

　

は
必
須
急
務

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所

持
率
小
学
生
50
・
４
％
。

中
学
生
62
・
５
％
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
利
用
率
は
幼
児
64
％
。

小
学
生
72
％
。
中
学
生
85

％
。
内
訳
は
ゲ
ー
ム
動

画
が
60
％
以
上
、
写
真
等

30
％
ほ
ど
プ
ラ
ス
、
メ
ー

ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。
幼
児
は

親
と
一
緒
時
。
小
学
生
は

一
人
や
友
達
と
一
緒
の
時

に
変
わ
り
、
時
間
も
１
時

間
ま
で
が
小
学
生
37
・
３

％
、
中
学
生
31
・
８
％
。

１
時
間
以
上
が
小
学
生
24

％
、
中
学
生
49
・
５
％
。

ネ
ッ
ト
依
存
は
51
・
８
万

人
で
生
活
破
壊
に
も
な
っ

て
い
る
。
当
町
の
現
状
把

て
、
親
子
で
楽
し
め
る
施

設
や
設
備
等
、
一
か
所
ぐ

ら
い
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
取
り

組
む
気
持
ち
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
が
集

ま
る
遊
具
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
。
ど
こ
に
設
置
す
る
か

今
調
査
を
し
て
い
る
。

建
設
課
長　

松
岡
公
園
開

園
か
ら
２
か
月
、
利
用
さ

れ
た
方
々
か
ら
遊
具
設
置

の
声
を
聞
い
て
い
る
。
設

置
に
向
け
て
今
後
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

◆
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
の
活

　

用
を

問　
今
の
管
理
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

基
本
的

に
施
設
管
理
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。

問　
町
民
の
た
め
の
文
化

の
施
設
と
し
て
、
そ
の
目

的
に
沿
っ
た
今
後
の
活
用

問　
老
老
介
護
等
が
進
ん

で
い
る
が
、
実
態
の
把
握

は
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
情

報
提
供
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
時
に
世
帯
の

状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
活
動
し
、
民
生

委
員
さ
ん
か
ら
の
情
報
提

供
を
得
て
、
対
応
し
て
い

る
。

問　
こ
の
方
々
へ
の
支
援

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

在
宅
福

祉
支
援
事
業
は
、
配
食
事

業
で
は
、
週
３
回
の
弁
当

配
達
、
寝
具
洗
濯
事
業
、

外
出
支
援
事
業
、
医
療
機

関
へ
の
送
迎
助
成
、
軽
度

生
活
援
助
、
家
事
援
助
、

健
や
か
介
護
品
支
給
事
業

等
の
支
援
を
し
て
い
る
。

問　
介
護
離
職
と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
あ
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
休

暇
制
度
の
浸
透
は
、
企
業

側
の
対
応
が
ま
だ
不
足
し

て
お
り
、
包
括
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
介

護
離
職
と
い
う
事
例
は
な

い
。

問　

 

認
知
症
や
高
齢
化

か
ら
く
る
疾
病
の
未
然
防

止
等
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
施
策
等
の
取
り

組
み
は
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
保

険
事
業
の
予
防
事
業
は
マ

問　
親
子
が
そ
ろ
っ
て
、

一
日
ま
た
は
半
日
、
遊
び

楽
し
む
施
設
や
、
設
備

（
大
型
遊
具
等
）
が
町
内

に
は
な
い
。

　

町
内
に
は
多
く
の
屋
内

屋
外
の
公
共
施
設
が
あ
る

が
、
そ
の
中
に
、
親
子
で

お
弁
当
を
も
っ
て
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
く
過
ご
せ
る

施
設
・
設
備
等
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

子
育
て
支
援
の
町
と
し

問　
中
高
年
ひ
き
こ
も

り
が
61
万
人
。
き
っ
か
け

は
多
岐
で
あ
る
が
、
社
会

的
ス
ト
レ
ス
の
要
因
や
一

度
外
れ
る
と
戻
れ
な
い
社

会
構
造
も
否
め
な
い
。
社

会
や
支
援
と
の
繋
が
り
が

な
く
孤
立
し
た
実
態
が
あ

る
。
県
や
町
の
調
査
は
。

福
祉
保
健
課
長　

県
の
報

告
は
無
く
、
町
の
調
査
も

行
っ
て
い
な
い
。

問　
対
応
に
あ
た
り
県
は

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ

シ
ン
を
使
っ
た
筋
ト
レ
、

マ
シ
ン
を
使
わ
な
い
筋
ト

レ
、
い
き
い
き
百
歳
体

操
、
サ
ロ
ン
事
業
、
認
知

症
検
診
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問　
高
齢
化
か
ら
く
る

ン
タ
ー
、
町
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
。
ま
た
県
や
庁

内
の
連
携
は
。

福
祉
保
健
課
長　

支
援
体

制
と
し
て
専
門
の
ス
ク
ラ

ム
ふ
く
い
、
健
康
福
祉
部

や
引
き
こ
も
り
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
ぎ
、
全
体
把

握
も
念
頭
に
置
き
連
携
プ

レ
ー
と
丁
寧
な
対
応
に
あ

た
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

民
生
委
員
の
活
動

支
援
サ
ポ
ー
ト
体
制

（
共
生
社
会
）
を
。

答　

住
民
と
協
力
し
て

共
生
社
会
を
目
指
し
て

い
く
。

問　

Ｏ
１
５
７
対
策
に

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
使
用

を
。

答　

共
用
で
な
く
各
自

の
ハ
ン
カ
チ
で
対
応
し

て
い
る
。

方
法
に
つ
い
て
、
こ
の
ま

ま
の
状
況
で
お
く
の
か
、

新
た
な
活
用
の
考
え
や
計

画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

合
併
当
初
か
ら
見

る
と
今
よ
う
や
く
町
の
い

ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
が
認
知
さ
れ
て
き
た

と
思
う
。

　

町
を
代
表
す
る
大
き
な

ホ
ー
ル
と
い
う
位
置
づ
け

で
今
動
い
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　

町
の
貴

重
な
専
用
の
文
化
会
館

様
々
な
課
題
に
対
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

町
で
は

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
通
し
て
、
栄
養

状
態
、
運
動
状
態
、
社
会

地域包括ケアシステム

参
加
の
状
況
、
生
活
改
善

の
必
要
性
等
、
虚
弱
状
態

を
早
期
に
発
見
す
る
よ
う

予
防
事
業
と
自
己
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
内
に
限
ら
ず
利
用
拡
大

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
団
体
等
で
自
主
的

な
催
事
を
企
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

木製遊具

握
は
。

学
校
教
育
課
長　

所
持
率

小
学
６
年
生
36
・
１
％
。

中
学
３
年
生
42
・
４
％
。

利
用
時
間
２
時
間
以
内
に

抑
え
て
い
る
小
学
６
年
生

79
・
５
％
。
中
学
３
年
生

77
・
３
％
。

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
子
ど
も

か
ら
奪
う
の
は
時
間
。
遊

び
、
学
習
、
睡
眠
、
家
族

団
ら
ん
、
何
よ
り
心
の
成

長
や
物
事
を
考
え
な
い
自

分
に
と
。
保
護
者
の
要
望

は
専
門
家
に
よ
る
相
談
や

助
言
が
多
い
。
対
策
は
必

須
急
務
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

学
校
ご
と
に
啓

発
活
動
や
ル
ー
ル
を
定
め

対
応
し
て
い
る
。
今
後
は

学
校
だ
け
で
な
く
保
護
者

の
ス
マ
ー
ト
ル
ー
ル
を
作

り
、
子
ど
も
を
守
る
対
策

を
行
っ
て
い
き
た
い
。学校ではスマートルール作り

ひまわり教室でSNS対策

←

←

←

←



一般質問一般質問

1819

問 桜の聖地　恋人の聖地
　　　　　 松岡公園復活を

答 桜名所・眺望・歴史を感じる憩いの場所へ

奥 野  正 司 議員

問 持続可能な公共施設

答 現実を見据えて協議

滝波登喜男議員

問 高齢者も安心して暮らせる地域づくりへ

答 全庁体制で取り組みたい

金 元  直 栄 議員

問　
町
長
は
所
信
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
と
支
え
る
地
域
づ
く

り
を
担
当
課
任
せ
で
は
な

く
、
全
庁
で
取
り
組
み
た

い
と
し
た
。
だ
が
、
実
際

の
取
り
組
み
に
は
差
が
あ

る
。
ど
ん
な
体
制
で
取
り

組
む
の
か
。

町
長　

今
ま
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備

へ
、
福
祉
保
健
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
各
法
人
と

共
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

町
立
診
療
所
も
開
設
す

る
。
こ
れ
か
ら
は
福
祉
部

門
だ
け
で
な
く
、
全
庁
で

取
り
組
む
べ
き
時
代
に
な

っ
て
い
る
。

問　
町
長
自
身
も
今
ま
で

の
捉
え
方
と
は
一
段
ア
ッ

プ
し
て
臨
む
と
い
う
こ
と

問　
Ｈ
29
年
に
策
定
し
た

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

で
は
、
施
設
の
縮
減
目
標

を
40
年
間
で
延
べ
床
面
積

の
36
％
減
と
し
て
い
る
。

毎
年
町
立
図
書
館
に
匹
敵

す
る
建
物
を
減
ら
す
と
い

う
こ
と
で
、
現
実
的
に
無

理
が
あ
る
。
し
か
し
人
口

減
少
し
て
い
る
地
方
に
と

っ
て
大
事
な
問
題
で
、
住

民
に
理
解
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
発
信
を
し
て
、
意

識
改
革
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

現
実
子
ど
も
が
減

っ
て
い
る
。
増
や
す
努
力

は
し
て
い
る
が
、
社
会
全

体
が
減
っ
て
い
く
。
現
実

を
見
据
え
た
中
で
公
共
施

設
編
成
の
取
り
組
み
が
大

事
で
、
学
校
適
正
配
置
検

討
会
で
は
将
来
の
現
状
を

数
値
化
し
、
子
ど
も
に
と

っ
て
の
環
境
づ
く
り
に
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

◆
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

　

め
に

問　
全
国
い
た
る
と
こ

ろ
で
子
ど
も
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
て
い
る
。
大
人
が

子
ど
も
を
守
る
義
務
が
あ

る
が
、
集
団
登
校
や
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
も
守
れ
な
か

っ
た
。
一
体
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
。
先
生
方
も
相

当
悩
ん
で
い
る
。
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。

学
校
教
育
課
長　

校
外
教

育
で
は
必
ず
複
数
の
教
員

が
引
率
。
部
活
動
の
遠
征

は
全
て
バ
ス
会
社
に
委
託

し
て
い
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

重
視
の
人
材
確
保

問　
優
秀
な
人
材
確
保
が

難
し
い
時
代
、
採
用
さ
れ

て
数
年
の
職
員
が
転
職
し

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
を

分
析
し
た
か
。
民
間
企
業

か
。

町
長　

そ
の
通
り
だ
と
思

う
。

◆
町
幼
児
園
等
再
編
へ
の

　

答
申
が
問
題

問　
答
申
は
大
人
の
都

合
に
よ
る
方
向
へ
の
誘
導

と
は
な
っ
て
い
な
い
か
。

文
中
、
多
様
な
考
え
を
持

っ
た
友
達
と
「
切
磋
琢

磨
」
す
る
こ
と
で
主
体
的

に
学
び
を
広
げ
深
め
る
…

や
、
遊
び
を
通
し
て
規
律

性
、
協
調
性
、
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
環
境
と
し

て
、
３
歳
以
上
は
20
名
程

度
の
集
団
が
必
要
…
と
い

う
。
個
性
も
な
い
保
育
で

良
い
の
か
。
発
想
が
異
常

で
は
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

ま

ず
子
ど
も
達
の
将
来
の

子
育
て
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
か
か
ら
、
保
護
者
、

地
域
、
保
育
の
各
立
場
か

ら
真
剣
に
議
論
し
た
も
の

だ
。

　

Ｈ
29
年
改
訂
の
保
育
指

針
で
は
、
教
育
と
保
育
を

一
体
的
に
行
う
と
な
っ
て

い
る
。
主
体
性
、
人
間
性

ま
た
感
情
や
表
現
力
を
幼

児
期
の
間
に
育
ん
で
ほ
し

い
こ
と
か
ら
、
一
定
の
集

団
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が

学
び
合
う
、
競
い
合
う
経

問　
社
会
資
本
整
備
交
付

金
事
業
で
２
億
４
千
万
円

余
を
投
じ
３
月
に
供
用
開

始
の
松
岡
公
園
。
桜
の
名

所
復
活
を
期
待
し
た
町
民

も
多
か
っ
た
。
入
園
者
数

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

公
園
へ
上
が
る
道
路
が
一

部
未
舗
装
の
ま
ま
、
ぼ
ん

ぼ
り
が
途
中
で
消
滅
し
暗

い
道
路
等
改
善
点
が
あ
っ

た
。
公
園
を
愛
す
る
町
民

か
ら
の
改
善
要
望
や
提
案

を
、
町
は
ど
う
生
か
し
今

後
に
繋
げ
る
の
か
。

建
設
課
長　

入
園
者
数
は

把
握
な
し
。
松
岡
公
園
要

望
に
は
、
桜
の
木
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
、
ぼ
ん
ぼ
り

延
長
、
遊
具
設
置
、
バ
ー

べ
キ
ュ
―
対
応
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
声
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
松
岡
公
園
と
古
墳
群

や
遺
跡
、
街
並
、
え
い
坊

館
等
と
連
携
し
た
、
松
岡

活
性
化
資
源
と
し
て
の
町

の
方
向
性
は
。

建
設
課
長　

松
岡
公
園
は

桜
の
名
所
復
活
と
し
て
整

備
し
た
。
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
、
眺
望
の
す
ば
ら
し

さ
、
自
然
を
楽
し
み
、
歴

史
を
感
じ
る
憩
い
の
空
間

を
提
供
し
て
い
く
な
か
、

町
民
交
流
の
場
と
し
て
自

由
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
町
の
活
性
化
資
源
と

な
れ
る
よ
う
、
関
係
各
課

協
力
し
な
が
ら
松
岡
公
園

の
利
用
増
進
に
努
め
て
い

く
。

問　
桜
の
名
所
、
恋
人
の

シルバー・セーフティ
ドライビング講習の様子

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
、
面
接
や
先
輩

後
輩
の
関
係
作
り
と
様
々

な
手
立
て
で
良
い
人
材
を

確
保
し
て
い
る
。

町
長　

数
年
前
か
ら
民
間

経
験
の
あ
る
専
門
職
員
を

桜の名所復活が期待される松岡公園

採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
次
試
験
で
の
適
性
試

験
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
や

し
、
そ
の
結
果
も
重
視
す

る
。
公
共
団
体
な
の
で
公

共
性
を
保
ち
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
考
え
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

本
町
の
学
芸
員
が

退
職
し
た
こ
と
か
ら
本

町
の
文
化
財
保
護
行
政

は
ど
う
な
る
の
か
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

の
聖
地
松
岡
河
川
公
園

の
護
岸
浸
食
対
応
は
。

答　

護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
崩

壊
状
況
は
国
交
省
へ
確

認
。
継
続
監
視
し
対

応
。

問　

ル
ー
ル
に
従
う
自

治
体
平
均
１
億
円
の
ふ

る
さ
と
納
税
、
本
町
は

差
引
マ
イ
ナ
ス
。

答　

Ｈ
30
年
度
８
５
９

万
円
受
入
。
今
年
目
標

１
０
０
０
万
円
、
体
験

型
返
礼
品
含
め
工
夫
を

凝
ら
す
。

聖
地
に
欠
か
せ
な
い
眺
望

開
発
は
。

建
設
課
長　

今
で
も
素
晴

ら
し
い
が
左
手
が
木
々
の
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町内９会場で開催し、
３日間で延べ101人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成31年４月23日24日25日 実施

※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答は後日ホームページほか、
　役場本庁・永平寺支所・上志比支所で
　ご覧いただけます。

「町立在宅訪問診療所」「地域公共交通機関の利便性」

《町立在宅訪問診療所と
　　　　　　地域が支え合う地域づくり》

町立診療所の運営費、開院後の収支見通し
は。　　　　【吉野集落生活改善センター】

議会　初期投資に１億4000万円、10年で回収を
見込む。
町全体で要介護３～５の認定実数合計445人に
統計上の介護度別訪問診療割合を掛けて想定
人数を算出し、町全体での訪問診療患者数を
120～130と算定。これを基に町立診療所の訪
問診療患者数を月訪問実患者数80名（月２回
往診）とし、外来患者32名／日、夜間休日訪
問６名／月を加算し医業収益を算定。変動費
見積はＨ27年度医療経営実態調査より算定し
材料費比率を24.0％、その他経費は同統計値
より推定し、外来収益の16.3％とした。３期
目より訪問リハビリと訪問看護サービスも開
始し、原価償却費は建物設備１億円、医療機
器等3600万円を計上。以上を基に試算し、開
院後10年目に医業累積損失を一掃し若干の営
業黒字となる試算。

町立診療所は開設したのか。診療体制は。　
　　　　　　　　【高橋生活改善センター】 

議会　８月１日開所予定。場所は御陵幼児園の西
隣。内科（総合診療）の診療所で、午前は外
来診察、午後は訪問診療を行う。スタッフは
福井大学の指定管理による施設運営で、福井
大学病院より医師３名（常時２名体制）、看
護師３名、事務２名が派遣される体制。

①一般の診療所と外来診察は同じか②誰でも
外来は行けるのか③訪問診療に年齢は関係な
いのか④町外でも訪問診療利用できるのか
⑤診療所行きコミュニティバスも変わるのか
⑥上志比、永平寺地区は直通バスあるのか
　　　　　　　　　【各会場共通質問事項】

議会　①午前中の診療は、町内の診療所やクリ
ニックと同じ扱い②保険証を持っている人な
ら誰でも利用可③若くても重病、難病などで
外来に行けない人は、医師や本人、家族の同
意があれば年齢に関係なく訪問診療の契約が
できる④訪問診療の範囲は半径16kmとなって
おり、福井市、坂井市からも利用可能⑤現在
ダイヤ改正にはなっていない。今後、来院者
の利便性確保や実情に合わせ対応が必要な
時、行政に改正要請。コミュニティバス松岡
のバス停は改善センター徒歩１分⑥上志比か

問

問

問

らは現在の福井大学病院行き直通コミュニ
ティバス１日２便を利用すると福井大学病院
下車徒歩数分。

《地域公共交通機関の利便性向上について》
上志比から直接福井大学病院へ行く便が欲し
い。　　　　　　【藤巻集落改善センター】

議会　山王駅前９:00、11:15分発で、志比北経由
の福井大学病院行き直通コミュニティバス
が、毎日２往復ある。

北地区のコミュニティバスは永平寺口経由に
なるが、実際の目的地は福井大学病院やエル
パである。そこへの直通が欲しい。
　　　　　　　　【吉波生活改善センター】

議会　上志比コースの山王駅前発～北島停車～福
井大学病院直行便と、山王駅前発～志比北各
所停車～福井大学病院行き直通バスが往復２
便がある。

コミュニティバスのバス停看板や時刻表の管
理はどこがするのか。破損していて危ない。
　　　　　　　　　　【領家集落センター】

議会　破損等に気付いたときは役場総務課へ連絡
を。（TEL61-3941）

高齢者になって免許返納で車での移動ができ
ず、医者へ行く、買い物に行くのが困難であ
る。コミュニティバスで行っても荷物を持っ
て帰るのが大変である。町としての対応はど
うなのか。　　　【高橋生活改善センター】

議会　コミュニティバス以外の移動サービスが各
自治体で取り組まれている。ワゴンタイプの
車を、地元の有償ドライバーが地域の人の予
約に応じて玄関先まで送迎するドア・ツード
アの運行－自家用有償旅客運送－の提案がさ
れている。

上志比地区のコミュニティバスの乗降者数
は、ほとんどスクールバスの子どもの人数だ
と思う。小さなワゴン車を走らせ集落の中ま
で走らせた方が良いと思う。バス停まで行く
のが辛いから利用者が少ないのだと思う。
　　　　　　　【牧福島集落改善センター】

 
《その他》

お年寄りの散歩道でもある五松橋が危険。物
損事故が2件あった。地区要望も出している
が、死亡事故が無いと見直さないのか。
五松橋、朝の通学時間帯、信号を渡る所に中

問

問

学生が10人程待っていてとても危険。何とか
して欲しい。
折角きれいになった松岡公民館、筋トレ、
100才体操をしたいが機器が揃わず出来な
い。機器を充実して欲しい。【松岡公民館】

議会　五松橋、大型トラックが頻繁に通行する今
ではとても狭くて危険で、架け替えが必要な
時期に来ていること、同橋南詰では道幅が狭
く物損事故が多発していることは行政も十分
把握し、県に改善要望を上げていることと認
識している。早急な対策を実施すべく県へ強
く要望するよう再度行政に確認する。また、
筋トレ等の機器整備については行政に今後の
計画を確認する。

空き家バンクに登録して貰って相談に乗って
欲しい。　　　　　【芝原２丁目　摂取寺】

議会　空き家バンク登録や付属資料については役
場建設課が窓口。これまで30件余の登録があ
り80％程度の売買・賃貸が成立している。

防犯のための監視システムの充実はどうか。
　　　　　　　　　【芝原２丁目　摂取寺】

議会　防犯カメラの犯罪抑止や犯罪解決への有効
性が認められ、県警も防犯カメラ設置を推奨
している。本町でも６月、自治会が区民同意
を得て新規に防犯カメラを設置する場合、10
万円を限度とする設置費の全額補助制度の創
設案を策定。

吉野地区は福井都市計画区域で市街化調整区
域となっているため、住宅建設が難しい。都
市計画区域の変更を。　　　　　　　　　　
　　　　　　【吉野集落生活改善センター】

議会　規制改正は難しいが、関係機関への話し合
いは進めている。

人口減を食い止める施策が必要。子育ての町
もいいが、18歳になってから後の、子どもが
故郷へ戻って来る、故郷に住むようにするこ
とが大事。　　　　【けやき台地区公民館】

要望

意見

意見

意見

要望
議会と語ろう会の様子

問

要望

要望
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議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 平成31年４月２日～令和元年6月20日

松
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正
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波
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則
男

奥
野

正
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伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

日付

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ × ○ ○ ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ 傍 ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― 傍 ○ ―

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 弔 ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問初日) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問２日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問３日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 傍 ○ ―

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

４
21

町
民
清
掃
の
日

５
13

安
全
な
登
校

　
見
守
り
活
動

６
２

水
防
訓
練

６
２
社
会
福
祉
協
議
会

「
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
」

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察

５
23

駅
な
か
カ
フ
ェ
視
察

駅
な
か
カ
フ
ェ
視
察

視察および意見交換視察および意見交換 視察視察 ６
24

１
０
０
歳
体
操
視
察

１
０
０
歳
体
操
視
察

永平寺開発センター永平寺開発センター

町の美化推進に協力

早朝の登校見守りの実施

水害発生時の対応訓練

社会福祉大会参加
福祉の実態を見学

高齢者福祉向上にむけて意見交換高齢者福祉向上にむけて意見交換

認知症予防の交流認知症予防の交流

筋力維持に頑張る参加者筋力維持に頑張る参加者

健康寿命延伸。いつまでも元気ハツラツと健康寿命延伸。いつまでも元気ハツラツと

吉野堺集落センター吉野堺集落センター

６
17

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
ー
研
修

議会もＩＴ化を目指して研修

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

意
見
交
換
会

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

意
見
交
換
会

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
視
察

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
視
察

９月定例会９月定例会（予定）
○日程は、都合により
　変更になる場合が
　ありますので、ご了
　承ください。
○会議は傍聴するこ
　とができます。役場
　本庁西側の階段を
　上がって、３階議
　場傍聴席にお越し
　ください。
★エレベーター完備

生中継

９月 ２日 （月）10時～    ［本会議］
９月 ９日 （月）・ 10日（火）・ 11日（水） 10時～ ［一般質問］
９月 12日 （木）・ 13日（金）・ 19日（木） ９時～ ［補正予算審議］
９月 24日 （火）10時～    ［本会議･採決］
９月 25日 （水）    【予備日】

傍聴にお越しください
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元
号
が
「
令
和
」
と
な
り
ま
し

た
。
「
令
」
と
は
「
よ
い
」
と
い
う

意
味
。
「
和
」
と
は
「
な
ご
む
　
や

わ
ら
ぐ
」
と
い
う
意
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「
国
民
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穏
や
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な
　
佳
き
心
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平
和
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時
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し
か
し
、
悲
惨
な
事
件
や
事
故
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絶
え
間
な
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
繊
維
工
場
の
火
災

に
よ
り
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
し
ま

し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
と
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
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「
令
和
」
の
名
に
相
応
し
い
時
代

と
す
る
た
め
、
弛
み
な
い
努
力
を
し

な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
決
意
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
滝
波
　
記
）

◆松岡バドミントンスポーツ少年団とは
　当スポーツ少年団は30年以上の歴史があり
当時を知るものはおりませんが、現在は８名
ほどの経験のある指導者が子ども達にバドミ
ントンの楽しさや面白さ、ときには厳しさを
伝えています。
◆絆・感謝・大好き
　松岡小学校と永平寺中学校の体育館を練習
の拠点に週４回、町内の小学生43名と中学生
８名が練習しています。試合に勝つことだけ
でなく、バドミントンを通じて指導者や仲間
との絆を深めること、家族への感謝の気持ち
そして何よりバドミントンを好きになっても
らいたい、向井監督のモットー、エンジョイ
バドミントンで指導しています。
◆選手に合わせた指導
　指導者が多いので初心者から上級者までレ
ベルに合わせて指導できるのは特徴の一つで
す。また、永平寺町では女子に人気があるよ
うで約半数以上が女子の団員で構成されてい
ます。
◆中学生も受け入れ実施中
　団体スポーツと違ってバドミントンは個人
競技。国内トップ選手の活躍もあり全国的に
競技人口は増加傾向にあります。入団した当
初から全員が選手でありライバルです。取り
組みやすいスポーツという面も競技人口増加

の要因です。また昨今、少子化により中学校
での部活動は減少傾向にあり、生徒たちの選
択肢が削られているのが現状です。当スポー
ツ少年団ではチームの意向で中学生の受け入
れも開始。中学生になっても続けたい、バド
ミントンを始めてみたいという方は是非相談
して頂きたいと思います。　（酒井秀　記）

◆お問い合わせについて
　気になる方は下記会場へお越し下さい。
　毎週水曜日　17:00～19:00　松岡小学校
　毎週水曜日　19:30～21:00　永平寺中学校
　　　　　　　　　　　　　（担当　向井）

モットーは
　　　エンジョイバドミントン
モットーは
　　　エンジョイバドミントン

＜がんばる団体募集中！！＞
小中学生が活躍する団体募集中！

詳しくは議会事務局まで。TEL:61-3950
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町民バドミントン大会での１枚
子ども達は一所懸命持てる力を発揮していました

指導者や仲間との絆を深めること、家族への感謝の気持ち
そして何よりバドミントンを好きになってもらいたい


